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近年、私たちの生活に関する考え方の中で自由時間やレジャーに関する関心はきわめて

高いものとなってきています。これまで仕事の中での存在感や充実感が何よりもその人の

生きがいや存在価値のバロメーターを果たしてきたのにかわって、個人の生活や自由時間

の中での存在感や充実感を生きがいの中心に考えるようになってきています。物質的豊か

さを重視することよりも、心の豊かさや生活のゆとりを大切にするようになってきている

こともこのことも自由時間やレジャーに関する関心の高きや内容の変化に関係していると

思われます。ここでは、近年の私たちのレジャーに関する見方、考え方の変遷をたどり、次

にレジャーの捉え方について取り上げ、今後のレジャーライフ、レジャーライフにおける

自然との関わりに関して問題提起したいと思います。

1.近年のレジャーにおける見方、考え方の

変遷

戦後50年の経過の中で、私たちのライフスタイルは

大きく変化してきました。その中でも第一石油危機以

降、昭和50年代からの人々のものの見方、考え方、生

活の価値観の変化には特に大きなものがあります。高

度経済成長にもたらされた産業型公害の発生、都市集

中による過密化、社会資本整備の立ち後れや、レジャー

ブームを背景とした自然生態、景観破壊といった様々

な問題は、消費者運動の盛り上がりや、私たちの価値

観の転換、生活の見直しをはかるものとなります。こ

れらの諸問題は経済中心の価値観、モノの豊かさを追

求する価値観から生活中心の価値観、心の豊かさを追

求する価値観へ人々の考え方を変化させていきました。

一般に広く捉えられているレジャー、レクリエーショ

ンも休息・休養型の過ごし方や消費型の活動から、内

容充実型の活動、自己実現や心の差是かさを求めた過ご

し方へ変化してきています。それは生活の中心的な価

値が心の豊かさや生活のゆとりを大切にしたものへ変

化したことで、同時に仕事を生活の中心に据えた疲労

回復と仕事への活力を得るといった仕事のための手段

としての自由時間活動から、自由時間やレジャーその

ものを目的とするものになったということです。

量的自由時間への欲求は今日においても依然として

高いものがあります。しかし自由時間の活動の目的を

みると大きな変化がみられます。従来は[体力の維持・

健康の増進」、「休息・休養」といったものが中心だっ

たのに対して、昭和50年代安定成長期になると「家族

とのつながり」、「人的交流」、「知識・情報収集Jに広

がってきます。また、昭和50年代の半ばになると生涯

教育が頻繁に取り上げられるようになり、ボランテイ

ア活動などへの関心も高まっていきます。近年では、

レジャー、自由時間活動そのものを楽しむことに変化

しています。かつて「スポーツをしたいj、「気分転換

できることをしたい」といったリフレッシュとしての

レジャー・レクリエーションは、「生活にハリがでて

くるような有意義なことがしたい」といった漠然とし

た充実感を求める経過を経て、近年では「家族や友人

のなかで自分がかけがえのない存在であることを実感

できること」が自己実現や豊かな生活の基礎であり、

学習活動で、広がった世界を個人的な充実感で完結する

のではなく、さらに自らの持つ経験や知識を活かして

いくようなレジャーライフの大切さに変化してきてい

ます。

今日、自由時間は心の豊かさや生活のゆとりを実現

する中心的な価値となり、自らが身体的、精神的豊か

さを深め、またそれを社会の中で表現することにより、

大きな存在感と充実感を得るものと認識されています。
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n.ゆとりと豊かさ、もう一つのレジャーの

捉え方

レジャーには、休息・休養型、気晴らし・娯楽型、

自己開発型といった 3つの過ごし方があるということ

は自明のこととなっています。私たちの生活の中でこ

の3つの過ごし方のバランスがとれて、はじめて充実

したレジャーライフといえます。しかしなカfら、自己

開発型の過ごし方は自らが積極的に関わらなければ充

実感を実感することが出来ないことや、「一生懸命さj

やこれまでの学校教育の延長にあるような机に向かつ

て「ガリガリと学習」しなければならないといった考

え方、あるいは自己開発型そのものが漠然としていて

イメージ出来ないといったことから、大切であると認

識されながらも敬遠される傾向にありました。しかし、

近年豊かなレジャーライフを実現するためには、自己

実現や自己充足型の過ごし方が何よりも大切であり、

私たちの心の豊かさの拠り所であることが明確に意識

されるようになってきています。

自己開発型、自己実現や自己充足型の過ごし方とは

いかなるものなのでしょうか。そのことを考えたとき、

人間が自然性を感じ、その中で変わらないものの価値

に感じいることの重要性があります。今日の私たちの

生活は、科学技術と情報化により急激な都市化と平準

化、人工化を果たしました。このような生活の中で私

たちが本来もっている自然性や、人間一自然その中で

普遍的な価値にささえられた文化に感じいるといった

生活がなおざりにされています。ここで、わたしたち

が自己開発型自由時間の過ごし方を享受する上で自然

性の回復と普遍的な文化に支えられた世界に身をおく

ことの大切さに触れたいと思います。

レジャ一社会学の研究分野において長年にわたり自

己開発型レジャーの重要性とそのあり方について研究

している松田義幸氏は、人間の自然性とファンタジー

の大切さについて述べています。ファンタジーは、現

代の日本では「幻想J、「夢物語Jといったイメージで

捉えられていますが、ギリシア語の「ファンタジアj

を語源としており、本来は「ありありと心の中にイメー

ジを浮かべる」つまり「見えない価値を捉える力」、

「子供時代の記憶や世界を活き活きと呼び覚ます力」

と説明しています。この「ファンタジア」を生み出し

た古代ギリシア人は、「見える世界」、「聞こえる世界」、

「触れることの出来る世界」の背後にある「心でみる

世界j、「心で聞く世界J、「心で触れる世界」をありあ

りと感じとることが出来る人々であり、それがギリシ

ア神話を創り、ギリシアの芸術・学術・スポーツの文

化を生み出したのです。

都市化や人工化が進み、自然性の喪失に危機を感じ

ると人々はファンタジーの世界を取り戻そうとします。

松田氏は、産業革命における児童文学での名作の誕生

(ルイス・キャロル『不思議の国のアリス』、トラヴアー

ス『メリー・ポピンズ』、ポーター『ピ}ター・ラピッ

ト』、ミルン『小熊のプーさん』、パリ『ピーター・パ

ン』、『柳に吹く風』等)もその例とし、特にJ.M.パリ

著『ピーター・パン物語』について取り上げています。

ピータ・パン物語は単なる冒険物語ではなく、古代ギ

リシアの神、半獣神パンを主人公ピーター・パンに置

き換え、ヨーロッパ文化の源であるギリシア文化をベー

スにおいて書かれた物語として読み解いています。そ

こでは人間の自然性とは何か、生と死、重なるものと

俗なるものといった本質的なものへの問いかけがなさ

れています。

ギリシア人は人力の逢かに及ばない自然の世界に畏

敬の念をもって神々の存在を感じ、そこに身をおくこ

とによって自然性の回復と普遍的な価値、真実を見つ

める力を養い、日常の生活を営む拠り所としてきまし

た。そしてこのような考え方は今日のヨーロッパにお

けるレジャーライフ、アウトドアライフに生きづいて

います。

m.生活文化としての自然とレジャーライフ、

アウトドアライフ

豊かなレジャーライフの実現に、自然との関わりは

欠くことの出来ないものです。しかし、生活の都市化

と高度経済成長期、バブル期にもたらされた気晴らし・

娯楽型、消費型レジャーの隆盛の中で、自然のとらえ

方、自然との関わり方は極端に貧しいものになってし

まっています。高度経済成長期、バブル期に隆盛を極

めた大型リゾート開発のもたらした様々な弊害から、

自然志向のレジ、ャーライフの見直し、レジャ一環境の

整備やアウトドア活動のプログラムサービスのあり方

が活発に研究されています。

本稿では、特に自然と人間の関わりにおいて、文化
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としてとらえた自然の意味について検討しました。

私たちは豊かな自然の中で伝統文化を育んできまし

た。それは西欧文化の基礎となるレジャーライフ、ア

ウトドアライフだけでなく、わたしたち日本人の自由

時間、祝祭の中にも存在してきました。自然、を崇拝し、

自然の中に神の存在を感じ、祖先の魂も感じる世界で

す。農事を中心とした年間のサイクルの中で祭事とし

て、また個人のライフサイクルの中での通過儀礼でも

ありました。そこには様々な神話の世界が存在し、そ

の中に身をおくことによって人間のもっている自然性

や普遍的な世界、移り変わる時を越えても変わること

のない人間の心の世界を感じることができます。そし

て、そのフィクションの世界を個人が享受して充足す

ることに留まらず、人々のなかでイメージを共有し、

共感できることによって自分自身の存在を実感するこ

とができるものでもあったのです。「自に見える自然」、

「聞こえる自然」、「触れることの出来る自然」を大切

にしながら、さらにその背後にある「心でみる自然」、

「心で聞く自然」、「心で触れることの出来る自然」を

ありありと感じることが出来る「見えない価値を捉え

る力」を取り戻すこと、イメージを豊かに出来る力を

養うこと。このような自然との関わり、またその世界

を互いに享受することが出来ることによってもたらさ

れる、ゆとりと人々の交流こそが3つ目の過ごし方、

自己開発型自由時間の過ごし方といえるのではないで

しょうか。
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